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３．第37回法政大学イオンビーム工学研究所シンポジウム

2018年12月５日（水）に第37回法政大学イオンビー
ム工学研究所シンポジウムを法政大学小金井キャン
パスにて開催した。本シンポジウムはイオンビーム
関連技術のみならず幅広く科学技術についての招待
講演をお願いしている。

最初は産業技術総合研研究所の粟津浩一先生に
「高速重イオンビームによる固体の改変とそのメカニ
ズム」と題して招待講演をお願いした。固体に埋め
込まれたナノ粒子などに高速重イオンを照射した場
合、そのナノ粒子がビーム軸方向に延びたり凝集し
たり、また分離分散するような場合もあるといった
現象が見られる。これらは入射イオンのエネルギー
が固体に付与されることで生じる現象であり、今回
の講演では電子的エネルギー損失が支配的な領域で
の話が行われた。実験では電子線描画を用いてパター
ン作成し、大きさや粒子間隔を良く制御したAuナノ

粒子をSiO2膜の中に作成しそれに高速重イオンビー
ムを照射して変化を調べたとのことであった。小さ
い粒子はビーム軸方向に延びる傾向があり、大きい
粒子は伸びない傾向があるとのことであった。また
照射量が多いほど長くなるとのことであった。ビー
ム強度も関係しており、長く伸びるための最適な照
射強度があるとのことであった。これらの結果はお
およそThermal Spike Modelに基づく計算を行うと
うまく説明がつくとのことであった。現象として興
味深く、まだナノ粒子が前後方向に均一に伸びる原
因などはよく分かっていないとの話であり今後の研
究にも期待したい。

次に京都大学複合原子力科学研究所の木野村淳先
生に「高強度低速陽電子ビームによる照射材料分析」
と題して招待講演をお願いした。陽電子を結晶に入
射すると陽電子がプラス電荷を持つため結晶中の空
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孔のように原子核が周りにないところにトラップさ
れやすい。陽電子はやがて空孔内などで対消滅を起
こすが空孔が大きいと対消滅が起こりにくいため物
質への入射後の寿命を調べることで原子レベルでの
空孔の大きさが分かるとのことであった。また単色
陽電子ビームを作ることでエネルギー変更が可能に
なり深さ方向分布を得ることが出来るようになると
のことであった。対消滅が起こる際は相手電子の速
度を反映して対消滅後の0.511 MeVのガンマ線のエ
ネルギー分布が広がるドップラー広がりが起こる。
この広がり幅（先鋭度）を数値化した値S,Wを用い
るとそれらは空孔周りでの電子の動きを反映してい
るため空孔の種類によってS,Wの数値がことなり、
空孔ごとにS-Wプロット上でグルーピング化が可能
であるとのことであった。このことを利用すると、
基板の処理ごとにどのように空孔が変化していくの
かを調べることが可能そうである。また別のイオン
ビームと組み合わせた照射中測定やポンププローブ
測定の可能性などが示された。TEMで見えない大
きさの空隙が見えるユニークな手法であり、今後一
層の発展を期待したい。

本シンポジウムでは、一般講演で半導体分野を

中心に、分析手法、機能性材料、基礎物性等の発表
が34件あり、参加者は74名であった。一般講演は、
ショート講演とポスター形式でおこなったが、研究
者が交流し情報交換する場として議論に花を咲かせ
ていた。簡単ではあるが、一般講演にてご発表いた
だいた皆様にも感謝申し上げたい。なお、本シンポ
ジウムで発表された論文は、プロシーディングスと
して本研究所からすでに発行しているので、ご興味
のある方はお問合せいただきたい。また、御講演頂
いた招待講演については講演者の許可を頂き下記
ホーム・ページでの公開を行っている。
Hosei University Research Net (HURN)
http://hurn.media.hosei.ac.jp/ion/

最後に本シンポジウムのプログラムを掲載する。
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